（タイトル案）
『転職面接の言い換え図鑑』（仮）

（キャッチコピー案）
· そうか！ こういう風に言えば良かったんだ！ 自分の弱点が、一瞬で「強み」に変わる魔法の言葉。
· 採用面接前の対策に最適！ 豊富な事例集を見ながらマネをすれば、きっとあなたも面接を突破できるはず！
· 通過率1%以下・超難関外資系大手企業の面接を突破し、30代で採用責任者も務めた筆者が語る「転職面接の勝ちパターン」のすべて。
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（目次案）
序章　転職面接はすべて「言い換え」で攻略できる
· 転職活動の成果は、「自分が何を持っているか」よりも、「それをどう言語化するか」で決まる
· 強みもスキルもない人でも、面接での自己ＰＲの言い方次第で、「企業が求める人材」になり切れる
· 自分目線ではなく、徹底的な相手目線であらゆる言葉を言い換えて、面接回答を用意することで、内定獲得にグッと近づける

第１章　「面接の基本」の言い換え図鑑
· 「初めまして、鈴木です」⇒「本日はお時間を頂戴し、ありがとうございます」
· 「今の会社は○○が嫌なので辞めたいです」⇒「今の会社は○○という点で自分の希望と合致していないため、より良い環境があれば移りたいと思っています」
· 「御社の企業理念に共感しました」⇒「御社の最近の○○の取り組みに特に興味を持ち、私の△△の経験とも合致していると考えました」
· 「御社は本当に素晴らしい会社です」⇒「私も今後、○○〇の一員として貢献していけると信じています」
· 「すみません、質問の意味が分からなかったです」⇒「それは○○という意味でしょうか？ それとも△△という意図のご質問でしょうか？」

第２章　「自己ＰＲ」の言い換え図鑑
· 「株式会社ABCで営業をしていました」⇒「○○業界で売上5位の国内中堅メーカー、株式会社ABCで既存顧客向けの法人営業を担当していました」
· 「チーム内で2位の成績を収めました」⇒「全体市況が○○という中、チーム内では対前年○○％の成績で貢献を果たしました」
· 「その仕事は未経験です」⇒「○○、もしくは△△という視点で言えば、ある程度の経験はあります」
· 「これが私の大きな実績です」⇒「この経験から私は○○○を学び、今後の業務に役立てていきたいと考えました」
· 「管理職経験はありません」⇒「人事評価や組織作りの経験はありませんが、新人育成や採用面接の経験は3年ほどあります」

第３章　「希望条件」の言い換え図鑑
· 「できればリモートワークで働きたいです」⇒「個人的に○○という事情があり、週に2回程度在宅で働かせていただけると大変助かります」
· 「来月入社はちょっと厳しいです」⇒「内定オファーを頂いてから、できるだけ早く現職と調整をさせていただきます」
· 「希望年収は600万円です」⇒「現職での昇進見込みと住宅補助を加味して、来年度の年収は600万円以上を希望いたします」
· 「残業は多いですか？」⇒「繁忙期と閑散期で仕事の仕方はどの程度変わるのか、具体的に教えていただけますか？」
· 「遠方への転勤はしたくないです」⇒「○○の事情があるため、自宅から片道5時間以上の距離へ転勤になる場合は、現実的に仕事を続けられない可能性があります」

第４章　「最終面接」の言い換え図鑑
· 「以上です。ありがとうございます」⇒「ここまでのご説明の中で、何か分かりづらかった点などございますでしょうか？」
· 「将来はマーケティング分野で○○のような人材となりたいです」⇒「将来はマーケティング分野で○○のような人材となり、御社の△△事業などに貢献をしていきたいです」
· 「他に受けている会社はありません。御社が第一志望です」⇒「他にも複数の会社を同時に検討しておりますが、今のところ御社への志望度は非常に高いので、規模等通りのオファーをいただけるのであれば、ただちに内定承諾させていただきます」
· 「本日はありがとうございました」⇒「金曜日の遅い時間まで、誠にありがとうございました。ぜひまたお会いしたいです」
· 「質問は3つありまして、まず1つ目が…」⇒「実は質問が3つあり、もしお時間があればお答えいただきたいのですが、よろしいでしょうか？ お時間のご都合が悪ければ、後日メールでご回答いただく形でも構いません」

第５章　「弱み」の言い換え図鑑
· 「過去に3回転職しています」⇒「○○分野で一貫したキャリアを歩んでまいりました」
· 「職場に馴染めず、まだ入社3ヵ月ですが辞めたいです」⇒「入社3ヵ月ですが○○という想定外の状況が起こっており、不本意ながら退職という選択肢も視野に入れております」
· 「今の仕事は合わないので、違う業界に行きたいです」⇒「過去の○○の経験を活かしつつ、さらに△△の分野にもスキルの幅を広げていきたいと考えております」
· 「今まで公務員だったので、民間の経験はありません」⇒「過去の公務員経験は、○○の△△の分野で御社の業務内容に大いに活かせるものと考えます」
· 「英語はできないです」⇒「英語は現在勉強中で、来月TOEICを受験予定です。英会話の○○にも登録し、少しでも早く業務に付いていけるように努力したいと考えております」
